
令和７年度 事業計画  （認定こども園 山のまち） 
   

     令和７年度 雄岡山福祉会 スローガン         『変革と挑戦』 ～Change ＆ Challenge～   意思のあるところに道は開ける 
 
＜ビジョン１＞ すべての活動、関わりが利用者第一にある施設 

目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

 

・ベストライフ、ベストスペースの提供 

 

・利用者、こども達第一を基軸に、法人の 

 全ての行動を変革 

 

 

 

・施設の整備、改修、修繕 

 

・職員の意識改革 

・利用者のプライバシー保護 

・虐待防止 

・成長の可視化 

①開園より 10 年が経ち、乳児園庭のソフトク

ッションに歪みが出ていたり、また、園舎内の

横板が反っている部分がある。 

②意識改革に関して、理解はしているものの

実行に移せていない場合も見受けられる。 

③報告書の様式を法人内で統一したり、わん

ぱくランチやブレインシステムにより成長の可

視化を行っている 

①優先順位をつけて修繕計画を作成する。 

②全ての子どもの権利条約の内容を把握し、

職員で共有する。 

③事故や虐待事象の報告書に関しては、関

係機関に適切に対応する。また、経過観察

記録の整備や成長のグラフ等の活用を図る。 

  

① 業者に見積もりを依頼し、計画的に実施

する。 

②全体会議等において「こどもまんなか」に

ついて考える。 

②虐待については関係機関と迅速な連携を

諮る。事故などの報告書は法人内で共有

し、また、成長のグラフ等を把握し、気にな

る場合は保護者の方と懇談を持つ。 

 
＜ビジョン２＞ ユニークで存在感のある法人 

目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

 

・特徴ある保育やサービスの提供 

 

・自然豊かな環境の活用 

 

・幼老共生を確立し、更に障がい者支援、発達 

 支援を含めた雄岡山福祉会のブランド確立 

 

 

・幼老共生 

 

・自然体験事業の拡充 

・夕涼み会や親子自然体験の拡充 

・新たな事業の模索 

・法人活動のアピール 

①地域の高齢者のグループと公園で交流を

したり、食事会で歌や踊りを披露して交流を

図っている。また山の街教会の海外の方と異

文化交流を行っている。 

②園庭開放について利用者が少なく、内容

等を見直す必要性がある。 

③自然豊かなおっこう山において自然体験

を存分に経験している。 

④体験型保育や自然体験、法人の理念や方

針など、折に触れ保護者や地域に伝えてい

る。 

①地域の各種団体との交流を計画する。 

②園庭開放、地域の子育て支援について、

地域に園庭開放を周知したり、園が子育て支

援の場であることを地域に伝えていく。（園庭

開放を昨年度までの週 1 回から週 2 回に増

やして実施する） 

③年間計画の中に四季の自然を感じる計画

をたてたり、おっこう山において豊かな自然

体験の充実を図る。 

④法人や園の特色を職員間で共有し、行事

や紙面、ホームページなどで伝えるように心

がける。（月毎にホームページを更新する） 

①福祉センターで食事会をされている高齢

者２グループとそれぞれ交流をする。山の街

教会とのクリスマス交流会を行う。 

②園庭開放の年間計画を立て、月 1 回は季

節の製作や絵本の読み聞かせ会、給食試食

会等、催しを計画に入れたり、月毎の内容を

桜の宮児童館などに掲示するようにする。ま

た、園が子育て支援の場であることを地域に

周知し、地域の子育て支援にも努める。 

③幼児の年間計画においておっこう山にお

ける自然体験の具体的なねらいや内容を整

え、実行する。 

④法人や園の特色について職員間で話し合

う機会をもち、各自が自分の言葉で伝えるこ

とができるようにする。 

 
＜ビジョン３＞ 一人ひとりがやりがいを持って働く現場中心の強い法人 

目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

 

・現場中心に考え、職員一人ひとりの創意工夫を 

 促す（人材育成） 

 

 

・現場支援機能の強化 

 

 

 

・職員研修、各種委員会活動の拡充 

・働き方改革の推進 

・職責、職種ごとの会議開催 

 

・本部支援体制の強化 

・業務の見直し、DX 化 

①計画に沿って研修に参加している。職員

自らがこの研修に参加したいという意識が芽

生えることを希望している。委員会活動につ

いては意欲的に参加している。 

②職員が働きやすい職場環境を常に意識し

ている。 

③内容によって会議の参加者を考慮し、会

議を開催している。 

①職責、職種に沿った研修を計画し、資質向

上をめざしていく。また、研修内容をみんなで

共有することができる機会を設ける。（定期的

な全体会で共有する） 

②可能な範囲でそれぞれの職員の状況に応

じたシフトや勤務体制を考慮する。 

③定期的な会議以外にも必要に応じてそれ

ぞれの会議を開催する。 

①それぞれの職員に必要な年間研修計画を

たてたり、自ら学びたいという意欲を育む。 

 委員会活動に関して、各自が意識を持って

参加する。 

②それぞれの職員の家庭背景なども考慮し

ながらも安定した職員配置を整える。 

③各種会議がスムーズに開催されるようにリ

ーダー、主幹保育教諭を中心に実施する。 

 
＜ビジョン４＞ 安定的な財務体質への改善 

目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

 

・収益効率の抜本的改善 

 安定的な財務体質への改善 

 

 

・リスク管理態勢の強化 

 

・園児、入居者の確保 

・職員の確保 

 

・施設事務職員の意識改革と能力向上 

・幹部職員の経営意識の醸成 

・施設毎の予算管理の強化 

・BCP 策定 

①園児数は減少傾向にある 

②専門分野における意識の向上が難しい現

状を感じる。 

③ＢＣＰについて、災害等については年間計

画を策定し、訓練等をおこなっているが、シス

テム障害等事務的な面においては策定がで

きていない。 

①利用定員数を確保し、安定した運営を目

指す（100％～120％を目指す） 

②専門分野において資質向上を図り、一人

一人が自信をもって業務を行える体制を整え

る。 

③システム障害等についての対応マニュア

ルを構築する。 

①選ばれる園を目指すためにも職員内にお

いて園の特徴を考え、魅力的な園運営、保

育内容を整える。 

②各自が専門分野における知識を深める。 

③ＢＣＰマニュアルの作成。 

 


